
 

 

 

 

 

 

 

 ５月１４日（水）～１６日（金）、３年生が修学旅行に行きました。天候が心配されましたが、
雨に降られることなく、３日間の行程を終えることができました。出発の際、３年生に「いって
らっしゃい」という言葉は、「行って、無事に帰ってらっしゃい」という意味であることを手向
けました。到着の際は、全員を出迎えることができて安心しました。学校に戻ってきた３年生は、
心地よい疲れと楽しかった思い出と共にたくさんのお土産を手にしていました。 

【行程】 

１日目：大阪（USJ） ２日目：京都（班別自主研修） ３日目：奈良（薬師寺・奈良公園） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ５月１４日（水）、１，２年生がチャレンジウォークを行いました。昨年に引き続き、嵩山の
中腹にある帯石観音までの往復９キロコースでした。５月にしては汗ばむ陽気となり、気力・ 
体力を要するウォーキングとなりました。道中の生徒は元気にあふれ、見事に歩き切りました。

校外での活動はワクワク感があり、４月から学校内で過ごしてきた生徒や教職員にとって、よき
ブレイクタイム、気分転換になったと思います。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

周防大島町立周防大島中学校 
２０2５年６月４日 
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HP アドレス http://www.sea.icn-tv.ne.jp/~sojhp/ 

学校教育目標：ふるさとを愛し、幸せな未来を拓く生徒の育成～自ら考え、判断し、行動する生徒～ 



 
 
 本年度より、地域部活動としてアフタースクールプロジェクトがスタートしました。アフター

スクールプロジェクト(After School Project)とは、中学校での学びを活かし、地域の人々と交
流しながら、周防大島町を活性化するプロジェクトで、キーワードは「稼ぐ！」です。吉村学俊
さん、新田健介さんにご尽力いただきながら、町内のイベント（久賀土曜夜市、久賀夏祭り、安
下庄花火大会、サザンセト大島ロードレース大会）での出店に向けて、商品開発、販売準備を始
めています。 
 本校は、学校教育目標である「ふるさとを愛し、幸せな未来を拓く生徒の育成」を具現化する
ために「起業家教育」に取り組んでまいります。今や起業するのに場所を選びません。周防大島
町に住み続けながら、生きるための収入を得て、豊かな人生を設計し、地域・社会貢献すること
ができます。校区には、大手企業と連携して教育活動に取り組んでいる小学校があります。また、
地域創生をカリキュラムとしている高等学校や、専門性を習得できる高等専門学校があり、多く
の可能性を秘めた地域です。地域とともにある中学校として、小中高の連携を深め、起業家精神

を養うことが使命であると考えています。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 初めての試みとして７月５日（土）を登校日とし、親子で学び、触れ合う機会を設けることに
しました。当日は、起業家教育講演会、学校保健安全委員会、親子ふれあいスポーツ大会を計画
しています。起業家教育講演会では、ふるさと周防大島で幸せな未来を拓くヒントを教えていた
だきます。学校保健安全委員会では、校医さんをお招きして健康について考え、生徒発表も行い
ます。親子ふれあいスポーツ大会では、講堂を会場にして親子でクラス対抗綱引きを行います。
どうぞご来校ください。 

【講師の田澤 恵津子さんと経営されている会社を紹介します】 

 竹の魅力と可能性を追求し続ける「（株）エシカルバンブー」は、 
竹繊維を用いたオリジナルタオルや天然成分１００%の竹洗剤を手掛 
けるなど、竹を生かした商品企画・製造・販売を行っています。 

 代表取締役社長兼 CEO である田澤恵津子さんは、「竹害」として 
問題になっている竹の見方を変えれば、サスティナブルでエコな素材 
であり、未来に残せる「竹財」になり得ると確信し、山口県防府市で 
起業しました。 
「自分の人生を誇れるように凛として歩みたい」という田澤さんの 

覚悟は社名にも表れています。エシカルとは「倫理的」という意味の形容詞です。倫理に反す
ることは一切せずに、竹(バンブー)を取り扱うという意味が込められているのです。 

 


